
別紙１ 新製品新技術開発支援事業計画書        ○○年度 

フリガナ 

企業名 

○○○○
○○○○カブシキ

株式会社
カブシキガイシャ

 

区分 １．法人 

 

    ２．個人事業主 

フリガナ 

代表者名 代表取締役 台東
タイトウ

 太朗
タ ロ ウ

 

フリガナ 

記入者氏名   台東
タイトウ

 花子
ハ ナ コ

 

登記簿上の  〒○○○－○○○○ 

本店登録地  台東区○○○－○－○ 

TEL 03－○○○○－○○○○ 

FAX 03－○○○○－○○○○ 

連絡先所在地   〒○○○－○○○○ 

台東区○○○－○－○ 

TEL 03－○○○○－○○○○ 

FAX 03－○○○○－○○○○ 

事業開始  創業 昭和○○年○月○日 

法人設立 昭和○○年○月○日 

e-mail     @   co.jp 

URL  http://www.○○○○ 

業種   

 

主要製品 

○○○○○ 

資本金（法人のみ） 

 

○○○万円 

従業者数 正社員     ○○人 

パート     ○○人 

(内、今回の開発事業従事者数 ○人) 

企業概要 

(主な取組) 

○○の製造、販売。 

主に△△装置の開発、製造を行っている。 

年間売上高 

主要取引先 所在地 売上高 取引年数 

株式会社△△ 東京都△△区 ２,０００万円 ８年 

    

    

合計  ２,０００万円  

工場等 

種別（「工場」、「事務所」など） 所在地 

東京○○営業所 東京都〇○区○○ 

  

開発テーマ（今回の開発のポイントを簡潔に記入してください） 

○○方式を用いた△△装置の開発 

①開発の目的（開発開始に至る背景や、現状を踏まえ記入してください） 

  

 

 

②開発の内容（開発される製品、技術はどのようなものかを記入してください） 

 

 

③開発期間と開発経費 

  開発期間  ○○年２月に開始し、○○年４月に完成予定 

  開発経費  総開発経費         約 ４００万円 

        うち今年度の開発経費    約 ２３０万円 

④外注企業、協力企業（具体的な企業名、所在地） 

企業名・所在地 

 

 

関与の内容 

○○部分の製作委託先 

⑤前年度までの進捗状況（開発がどの程度進んでいるかを記入してください） 

 

 製品コンセプト、製品完成イメージについて、デザイナー・技術部と打ち合わせを開始。基本設計を仮決定し

た。 

 本研究開発の主旨目的やその背景等、全体像を記入してください。 

 どのような製品・技術を開発するのか、具体的に記入してください。 

本研究開発における外注先・協力企業があれば記入してください。 

記 入 例 

※本店登録地と同じ場合「同上」で可 



⑥同種同業の他社製品と比較してどこに新規性や優位性があるか（箇条書きで具体的に） 
 

 

 

 

 

 

 

⑦工業所有権（特許、実用新案など）の取得状況 

     特許      を（単独で・共同で）、（申請予定・申請中・取得済）。 ・ 予定なし 

⑧開発される製品や技術の市場性（市場動向、販売方法、販売見込・売上見込等を箇条書きで具体的に） 

１、市場動向 

   

 

 

２、PR及び販売方法 

    

 

 

３、販売見込、売上見込等 

   202６年度：販売数 ○台、売上見込 250万円 

   202７年度：販売数○○台、売上見込 750万円 

 

⑨開発の実現性（開発に必要な自社の技術力、社内体制、研究開発にあたって問題となっていること） 

⑩今年度の開発計画（時系列に沿って記入してください） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊詳細なタイムスケジュールがある場合は別添（様式は問いません）で提出をお願いします。 

⑪開発の付随効果（環境負荷の軽減、地域産業への貢献など） 

⑫今年度の達成目標（本計画事業のゴール若しくは 20２６年 3月１３日までの到達点） 

  

 

 

 

４月～６月 製品基本設計の精査 

６月～８月 ○○部品の制作 

９月～１０月 試作１号機製作 

１０月～１１月 試作１号機テスト 

１２月 仕様の調整 

 

下記の点について説明してください。 

（ア）本研究開発と既存事業との関連性、または違い 

（イ）従来技術には無い新しい開発要素 

（ウ）従来技術・競合他社が有する技術との比較 

  

下記の点について説明してください。 

（ア）自社の技術力 （イ）研究開発の実施体制 

（ウ）研究開発における問題点、およびその対処法  

下記の点について説明してください。 

（ア）地域産業等への波及効果、社会的貢献度 

（イ）利便性の向上、コスト削減等のメリット 

202６年 3月 1３日までの達成目標を箇条書きで具体的に記入してください。 

 （例）１、試作２号機の完成 ２、試作２号機テストの実施 

202６年 3月 1３日時点で、達成目標を 80％達成していることが助成金の支給条件です。 

達成目標の記載は、慎重にご考慮ください。 

 ※売上金額・販売量等ではなく、技術的な目標を記載してください。 

狙いとする市場・対象顧客の動向について、記入してください。 

どのような PR・販売方法を予定しているか、記入してください。 



◎ ＳＤＧｓに関する取り組みを実施している場合、以下の⑬、⑭をご記入ください。 

採択審査において、特に優れた取り組みと認定された場合、助成限度額を１２０万円とします。 

 

⑬申請内容に関するＳＤＧｓ 

 

申請内容は１７の目標の 

どれに該当していますか 

 

(該当している目標番号をご記入ください) 

 
申請内容は上記目標の 

どのターゲット(169)に 

該当していますか 
 

(該当している目標番号をご記入ください) 

 

 

ＳＤＧｓに該当する具体的な

自社の取組み(申請内容に関

すること)をご記入ください 

 

 

（上記の目標・ターゲットに該当する理由を含めて具体的にご記入ください。） 

⑭申請内容以外に関するＳＤＧｓ 

 

 

 

申請内容と直接の関わりは

ないが、ＳＤＧｓに資する取組

みを行っている場合はご記

入ください 

 

 

 

 

 

１７の目標・１６9のターゲットは、こちらからご参照ください。 

SDGsとは？（外務省）（外部リンク） 

https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/oda/sdgs/stat

istics/index.html 

 

 

https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/oda/sdgs/statistics/index.html
https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/oda/sdgs/statistics/index.html

